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～ 編集部から ～
今号からの新しい連載企画として，東北大学内の研究室などのホームページを紹介する

「学内 ��� あんなページ こんなページ 第 �回」をはじめることといたしました。第
�回目の今回は，医学部耳鼻咽喉科のページです。これからも毎号，学内の興味深いペー
ジを紹介してまいります。自薦他薦は問いません，みなさまからの情報をお待ちしており
ます。

� なぜ���ページが必要なのか

学内の�01ページ事例紹介記事の第 �号に選定して下さり，大変光栄に思います。 �##�

年 �月に公開したものの，現在も構築中の，まだまだ未熟なものですが，これを機会に，各方

面からの助言をいただきたく，ここにご紹介申し上げます。

耳鼻咽喉科学教室の場合，�01ページの作成は，避けて通れないものでありました。

�##�年から，毎年 �回の定期的な国際シンポジウム ����.�� 0�� �2-%�!�)-�を主催するこ

とになり，その情報提供の必要にせまられたからです。このシンポジウムは，聴覚などの耳科

学に関する基礎的な研究を討論する，主としてアジアの研究者を対象に始めたものです。既に

�年を経過して，世界的にも広く認められる国際学会になってきました。このシンポジウムの

情報を，インターネットを通して，早くから世界に発信していたことが，本シンポジウムの存

在を，世界にいちはやく知らしめる契機となったことは間違いありません。

� 誰が���ページの作成に当たったか

�01ページは，作る人の考え方によって，様々な形を取ることはご存じの通りです。耳鼻

咽喉科では，前にも述べましたような動機がありましたので，責任の持てる者が作成に当たる
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のがベストであろうと考え，全くの素人である私が，試行錯誤を重ねて，テキストをめくりな

がら構築を始めました。作成の基本路線は，

�' 日本語と英語の二本立てとする

�' 耳鼻咽喉科学教室のアカデミックな情報提供をメインとする

"' 仙台耳科学シンポジウムの速報と詳しい会議録を提供する

3' 国内外の耳鼻咽喉科学教室や研究所とリンクを張る

�' 日本耳鼻咽喉科学会宮城地方部会の情報提供を行い，ここでは一般向けの医療情報提供

も行う。

などです。

� ���ページの構成はどうなっているか

まず，ドメイン名 ��,'-�.'��$�()'� '*% を医学部のネットワーク担当の方に割り当ててい

ただき，標題にある456で公式の�01ページを公開することにしました。また，これらを

東北大学のインターネット資源一覧のページに登録していただきました。

図 �� 日本語版トップページ 図 �� 英語版トップページ
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�01ページの顔にあたる，最初のページには，タイトルの下に当教室のシンボルマークと

もいえる，耳の蝸牛の中の感覚上皮 ������ �	 
���� を添えて，華やかな雰囲気を出すよう

に工夫しました。このスキームは，教室の高橋辰 �エール大学留学中�の筆になるもので，こ

のページを訪れる方々にかなりのインパクトを与えているようです。図 �は日本語版，図 �は

英語版のトップページです。

このスキームの下には，最新情報，教室の歴史，教室構成員，研究プログラム，主要業績

��##���##��#"��##��#7�，仙台耳科学シンポジウム，宮城県地方部会，リンク先�01ページ

リストなどのページを示すタイトルが並んでいます。たとえば，前にも述べましたように，

�01ページを作る大きな動機となった仙台耳科学シンポジウムのタイトルをクリックしてい

ただければ，プログラムだけではなく，講演記録集の内容や，参加者の集合写真も見ることが

できます。この情報は，海外からのアクセスを考慮して，英語でも同様に提供しています。

また，最新情報をクリックしますと，本年の第 8回仙台耳科学シンポジウムの予告が，その

プログラムとともに掲示してあります�。このような情報は，韓国や台湾，中国の研究者など

が出発前に知ることが出来ますので，貴重な情報となっております。いずれは，電子メールで

の演題申し込みなどを実現していきたいと考えております。

� ���ページを公開してのメリットは�

現在，京都大学，岡山大学，九州大学の各耳鼻咽喉科学教室で，�01ページを公開してお

り，リンクを通して交流を深めながら情報交換に役立てています。また，最近の流行である自

己評価のための資料を，絶えず準備していることになり，資料の提供を求められても，何時で

も応じることが出来る態勢になっています。このようなことは，以前には考えられなかったこ

とで，�01ページ作成の一大メリットといえると思います。

以上，取り留めのないことを書き並べましたが，本文が，�01ページに関心を持っておら

れる方に，少しでも有用な情報となれば幸いです。

�今年の仙台耳科学シンポジウムは �月 ��日からの開催です。この記述は原稿執筆時点のものです
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� はじめに

近年のコンピュータネットワークの分野では，��������	�のような超高速ネットワークに

よるマルチメディア化と，インターネットに代表されるグローバル化が急速に進行していま

す。新しい時代のネットワーク応用を創造し開発するために，���マルチメディア通信共同

利用実験が，平成 �年度から "年間にわたって実施されました。これは，全国規模の広帯域

バックボーンネットワーク�を ���が提供し，全国の様々な実験参加機関がそれぞれ独自の

利用実験のためのユーザ機器とアプリケーションを開発して，実際の運用を通して評価を行う

ものです。

東北大学からも多くの研究グループが参加しましたが，大型計算機センターでは「超高速マ

ルチメディア分散処理」の研究プロジェクトを実施しました。このプロジェクトの特徴は，研

究グループが各大学の大型計算機センターなどの研究者で構成されていることです。このこと

は，次に述べるように，大型計算機センターを取り巻く状況に密接に関係しています。

� 大型計算機センターとマルチメディア分散処理

全国 8つの国立大学には全国共同利用施設として大型計算機センターが設置されています。

現在の大型計算機センターでは，スーパーコンピュータのサービスが最重要項目になってきま

した。これは，物理学，気象，画像処理などの分野で大規模な科学技術計算が行われるように

なり，これらの計算機需要がスーパーコンピュータへ集中してきたことによります。

�����年 �月より宮城県立宮城大学事業構想学部

�通常のインターネットとは独立したものです。



� 超高速マルチメディア分散処理の実験を終えて

スーパーコンピュータを利用する際に，膨大な数字の羅列でシミュレーション結果等を表示

するのではなく，ワークステーションを利用して動きを目に見えるように可視化する機能 �ポ

スト処理�の需要が高まっています。特に画像処理や音声処理などの分野では，このようなマ

ルチメディア分散処理が欠かせない機能となっています。また，スーパーコンピュータでの処

理に先立って前処理を行なう場合にも，ワークステーションを利用することが多くなっていま

す。すなわち，ワークステーションをプリ &ポストプロセッサとして利用することによって，

スーパーコンピュータを効果的に利用できるようになっています。この場合にスーパーコン

ピュータとワークステーションの間では膨大な計算結果が転送され，それを計算処理の進行に

応じて，あるいはアニメーション �動画�やオーディオの再生に合わせて伝送できるような，

通信容量が大きい，広帯域のネットワークが必要とされます。

一方，小さな計算をユーザのワークステーション等で処理するケースでも，その過程で使う

高価なソフトウェアや特殊な入出力機器を大型計算機センターが準備し，これを共同利用に供

する形態が多くなっています。この場合には利用者の研究室からネットワークを経由して利用

することになり，多様なメディアの入出力をリアルタイムで実行して，違和感のない利用環境

を利用者へ提供するためには，大量のデータを瞬時に転送できる広帯域のネットワークが必要

になります。すなわち，研究におけるコンピュータの利用にはスーパーコンピュータによる大

規模計算とワークステーション等のパーソナルな処理の二つのカテゴリーがありますが，いず

れにおいても，今後の大型計算機センターのサービス提供を考えるときに，超高速のネット

ワークは必須の基盤要素です。

� マルチメディア分散処理とネットワーク

大型計算機センターを取り巻く状況のもう一つ大きな変化は，インターネットの普及と高速

化です。大型計算機センター間のみをネットワーク接続しているころ，それはセンター間の

バッチジョブ転送と ���機能を提供するためのものでした。今日では，ほぼすべての大学が

インターネットで結ばれ，研究者は組織の内外を問わず，自分の研究室から直接に目的のコン

ピュータシステムに接続し利用できるようになっています。極言すれば，同じ部屋で隣の机に

載ったシステムを利用するのも，遠く離れた地のスーパーコンピュータを利用するのも，同じ

感覚となります。すなわち，地理的な遠近に依存せず，利用できるコンピュータシステムの中

から用途にもっとも適したものを選んで利用することが可能になっています。

インターネットの整備により，手元のワークステーションと遠隔地のスーパーコンピュータ

の間で分散処理を行うことが可能になってきました。あるいは，欲しいソフトウェアライブラ
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リやデータベースがあれば，出張することなく遠くの大型計算機センターで利用することも可

能になりました。大型計算機センター群がまさに共同利用施設として有効に機能できる時代を

迎えていると言えます。

しかし，いま現在のインターネットでは，スーパーコンピュータを用いて大量のデータをや

り取りする分散処理を行ったり，画像データベースの大容量データを閲覧したりするには，通

信容量が足りないという問題があります。そこで，今回の共同利用実験で提供されたような広

域 �伝送距離が長い�で広帯域 �通信容量が大きい�のネットワークが必須になります。この実

験プロジェクトでは，広域広帯域ネットワークを用いて，遠く離れた大型計算機センターの間

でマルチメディア分散処理を実際に実行しました。この実験により，次の時代の大型計算機セ

ンターのサービス提供に必要となる応用技術を開発し蓄積することを主な目的としました。

広域広帯域ネットワークを介した分散処理を通信工学の観点から見ると，いくつかの問題が

予想されています。そのなかで最も重要なものは，広域のネットワークにおける遅延時間によ

る実効通信速度の低下です。光ファイバを用いる超高速の ���ネットワークであっても，光

ファイバ内の情報伝達速度は光速に及ばないので伝送遅延が生じ，また，途中で中継機器を通

過するときに遅延が加わるために，長距離伝送では遅延時間が大きくなります。このために，

ネットワークへ高速度でデータを送り込んでも，送り先からの応答を待たされている間に利用

効率が低下して，実効的な通信速度も低下します。長距離にわたって通信するスーパーコン

ピュータの超高速処理やマルチメディアデータの大量伝送の場合には，この問題が顕著になり

ます。この問題について実験的に検証することも，実験の課題としました。

� 実験の概要

このプロジェクトは，次の実験テーマで構成されました。

�' スーパーコンピュータによる分散処理

�' 気象衛星データの解析および可視化

これらの実験を行うため，図 �に示すようなシステム構成をとりました。東北大，名大，九

大，筑波大，奈良先端大のグラフィクス対応ワークステーションやスーパーコンピュータ等を

接続しています。このほかに，マルチメディア通信共同利用実験の ���6��� 4��9��!��2 プロ

ジェクトのネットワークも共同で利用しました。

実験は， �##�年 �月より，伝送路の基本特性の評価を開始しました。 �##�年 "月よりマ

ルチメディア分散処理の基礎実験として，動画像伝送による実験打ち合わせをはじめとして，

相互にマルチメディア処理を遠隔利用する実験を行いました。



: 超高速マルチメディア分散処理の実験を終えて

図 �� 実験システムの構成

	 実験の成果

	
� スーパーコンピュータによる分散処理

広域広帯域ネットワークを経由して ";アニメーション等を扱えるスーパーコンピュータシ

ステムを利用するモデルを想定し，実験参加大学の大型計算機センターに設置されているスー

パーコンピュータと利用者のワークステーションを広帯域バックボーンネットワークで接続

し，マルチメディアアプリケーションの分散処理および計算結果の遠隔可視化を行う環境を構

成しました。これを用いて，広域広帯域ネットワークを介する分散処理の場合の伝送方式の実

験を行ないました。これには，スーパーコンピュータ �<�"&335上で ��=6��&�< �汎用三

次元流体シミュレータ�を用いて計算したシミュレーション結果を， ";アニメーションを扱

えるスーパーグラフィクスシステムを用いて他大学で可視化する実験と， ��=�+��>0とい

うコンピュータグラフィクス作成ソフトを遠隔利用してリアルタイム利用を検証する実験が含

まれます。

実験により，従来のインターネットでは不可能だったスーパーコンピュータの遠隔分散処理

形態が，広域広帯域ネットワークを用いることで実現可能になることを確認しました。実際に

利用してみた感想では，ほとんど距離感を感じることなく，計算結果の可視化操作を行うこと
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ができ，快適な利用環境を構築することができました。とくに，全国規模の広帯域バックボー

ンネットワークを用いることで全国どこからでも高速なアクセスができるということは，全国

の研究者が地域によらず用途に適したスーパーコンピュータを利用することが可能になること

を意味しますから，非常に大きな意義があります。

	
� 気象衛星データの解析および可視化

気象衛星が撮影した地球観測データのデータベースを，広帯域バックボーンネットワークを

介して遠隔利用できる環境を構成して，高速検索や各種画像処理の実験を行いました。

東北大学大型計算機センターには地球観測周回衛星����が撮影した地球表面の画像の

データベース ?�+;�� があります。このデータベースの地球画像データを遠隔地の研究者に

向けて高速転送する実験，および，データをスーパーコンピュータで解析した結果を別の大学

で可視化する実験などを行いました。

?�+;��の画像データは毎日格納されていますが， �件で約 �77�1と大きいため，現状の

インターネットでは転送に半日近くを要することもあり，遠隔利用がかなり困難です。しか

し，広帯域バックボーンネットワークを用いることにより，遠く離れた場所からでもこのデー

タベースにアクセスして， �枚の画像を数秒で転送して表示することが可能になり，快適な操

作環境が得られることを確かめました。遠隔地からの可視化検索 �高速ブラウジング�の利用

という新しい利用形態も可能になると期待されます。この実験により，学内外のどこからでも

効率的な検索利用法によるアクセスが可能になることを示すことができたと考えられます。

	
� 長距離の広帯域データ通信

遠隔地の間で広帯域のネットワークにより大量のデータを伝送する場合に，通常の�
�技

術ではネットワークの広帯域を十分に活用することができなくなります。また，超高速ネット

ワークにより高品位のアニメーションを遠隔表示することが可能になりましたが，広域のネッ

トワークを経由する場合には，超高速性が伝送遅延の影響を顕在化させるということも起こり

得ます。

伝送遅延の影響を測定するために，東北大内部での折り返し �5���往復時間�@ � -!�と

「東北大～名大～東工大～名大～東北大」の折り返し �5��@3� -!�の経路を設定して使いま

した。これらはすべて ��� �A��&! の帯域の ���リンクで結びました。実験の結果，例え

ば， "� �1 のデータを伝送するとき， 5��@� -! の経路では約 3� �A��&! の実効速度が得

られるのに対して， 5��@3� -! の経路では " �A��&!にしかなりません。これはデータを
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ネットワークへ送り出すのに要する時間に比べて，確認応答の待ち時間が極端に長くなるため

です。この結果をもとに，広域広帯域ネットワークの利用に適した通信方式を検討していま

す。

� おわりに

マルチメディア通信共同利用実験は #8年 "月で終了しました。この実験プロジェクトで

は，機器を���ネットワークと接続できるようになるまで予想外の期間を費やし，評価実験

の期間は必ずしも十分ではありませんでした。しかし，大型計算機センターとそのユーザの将

来のために多少なりとも有益な成果を残し，利用技術の蓄積に寄与できたと考えています。と

くに，広帯域バックボーンネットワークは将来の通信形態を大規模に拡大していくことができ

るものであり，これを用いてスーパーコンピュータの効果的な利用が可能になることを実際に

確かめられたことは意義深いと考えています。

終わりに，当プロジェクトに参加してくださった各大学の関係者，および���関係各位の

ご協力に対して御礼の言葉を申し上げたいと存じます。
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加齢医学研究所 佐藤 和則

��������	�����	��	��

加齢医学研究所 � 小久保 温

����������	�����	��	��

加齢医学研究所 川島 隆太

����������	�����	��	��

加齢医学研究所 福田 寛

��������	�����	��	��

われわれのグループは，平成 �年度から "年間，���が実施したマルチメディア通信実験

に参加しました。京都大学，放射線医学総合研究所， �株�理経，仙台星陵クリニック，そし

て加齢研を帯域 �7 �A%!の ���で接続し �図 � �，画像転送実験や， �B会議を利用した共

同研究システムの構築とその実証実験等を行なったものです。回線は，加齢研から大型計算機

センターまでは��������	�の���を，その先は ���の広域 ���バックボーンを利用しま

した。本稿では，広域���ネットワークを利用した経験をご紹介します。

� 高速なネットワークの必要性

現在では， <線 
�や�5+といった装置を使うことにより，生きている人間の脳の中身を

非侵襲的に可視化することができます �図 �C左�。また， �0�や ��0
�と呼ばれる装置に

よって，脳のどの部分が活動しているかを "次元画像として表現することが可能となっていま

す �図 �C右�。われわれは，こういった画像を計算機処理する手法で，ヒトの脳の機能の研究

を行なっています。

�回の撮影で得られる画像データの大きさは数百 (1から �� �1くらい �装置によって異な

る�， �つの実験プロジェクトで発生するデータ量は，処理過程のものも含めると数 >1か

ら，十数 >1にもなります。ですから，われわれの研究は，比較的大きなサイズのデータを扱

う分野だと言ってよいと思います。実際，仕事の進め方は，処理したデータを 
;�5に焼い

てはハードディスクの領域を空けて，それから次の解析を進める，といった具合です。

��月 �日より青森大学工学部情報システム工学科
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図 �� ネットワーク接続図

図 �� 代表的な�5+と �0�の画像
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ところで，他の大学等と共同研究を行っていると，お互いに画像をやりとりする必要が生じ

ます。しかし，画像データは大きすぎて，インターネットで転送するわけには行きません。も

う時効でしょうから告白しますと，インターネット経由でドイツの大学に :7 �1ほどのデー

タを定期的に転送していたことがあります。しかし，途中で接続が切れて送れなかったり，送

ることができた場合でも 3C:時間もかかることが普通で，実用になりませんでした。

今回の実験回線は �7 �A%!の帯域で， 0�$�����程度の通信速度が期待できます。計測し

たところ，京都大学との間で �': �A%!程度の実行速度が出ていました。 �7 �1のデータ転

送に要する時間が �7秒台ですから，充分実用的です。われわれは，今回の実験で仙台市内の

病院 �仙台星陵クリニック�を ���で結び，そこで撮影した研究用の�5画像を頻繁に加齢

研に転送していましたが，通信環境は非常に快適でした。

� �会議は実用になるか

今回の実験では， �B会議を利用した共同研究システムの試用を行ないました。この�B会

議システムは，ワークステーションの画面上でお互いの表情を見ながら音声でリアルタイムの

コミュニケーションをとります。さらに，脳画像解析ソフトウエアを離れた �地点間で共有

し，同じ画像データを見ながらディスカッションを行うことができます。

このようなシステムですが，正直に言いますと，最初はどのくらい使いものになるのか半信

半疑でした。しかし実際に使ってみると，充分実用になると感じました。特に画像解析を行

なっているグループにとっては有用な手段です。

京都大学のグループと行った共同研究の様子を以下に再現してみましょう。朝の #時半，

ディスプレイの電源を入れます。 �B会議システムは立ち上げたままになっていますが，相手

側にはまだ誰も来ていないようで，無人の室内が映っています。しばらく他の端末で仕事をし

ていると，「おはようございます」と声がかかりました。�B会議のワークステーションをの

ぞくと，通信の相手方である京大の�君がやってきていました �図 "�。

「昨日の結果の画像を見てみましょう。」大学院生の�君は，データ処理の具体的なやり

方から勉強中です。 �B会議システムを使って画像の解析方法を �ステップずつ教わりなが

ら，データ処理を行なっているのです。昨日の結果は上々のようです。「脳血流の画像への変

換はうまくいったようですから，今日は平均画像の作り方をやりましょうか。」

実はこの �君，マルチメディア実験が始まる半年ほど前に，加齢研に来たことがありま

す。 �週間ほど泊り込みでデータ解析をやったのですが，予定したところまで終らないうちに

旅費が尽き，やむなく京都に帰ったのでした。今回，マルチメディア実験の回線が使えるよう
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図 "� �B会議をやっているところの写真

になったので，さっそく �B会議システムを立ち上げて，その続きをやっているというわけで

す。

プログラムの使い方をひととおり教えたところで，�君には作業を続けてもらって，こち

らは別の仕事を始めます。しばらくすると， �君から「シェルスクリプトにしたんですが，

見て下さい」と声がかかりました。「よさそうですね。実行してみましょうか。 �時間くらい

かかるから，続きは午後かな。」「今日の午後は別の用事が入っていて…」「明日は私が �日

じゅうだめです。続きは来週の月曜日でいいですかD」「じゃあ，月曜の �7時ころお願いしま

す。」

この共同研究では，こんな感じで実験データの解析を進め，ディスカッションを行い， �本

の論文を書きあげるところまで �B会議システムを使って行ないました。こんなに実用になる

とは思わなかった，というのが正直な感想です。

�B会議システムを使った遠隔共同作業には不便な点もあります。たとえば，マイクとス

ピーカーを経由した会話はつい声が大きくなりがちで，けっこう疲れます。システムとしても

そんなに安定ではなく，動作しなくなることも時々ありました。まだまだ，�Bや電器釜のよ

うにスイッチひとつで使えるというものではありません。しかし，電子メールに比べれば，実

際に会って話をする状況にずいぶん近い感覚です。これを仙台 C京都といった遠隔地間で実現
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できることは，たいへん有用です。

� 近い将来の夢

���のマルチメディア実験は本年 "月で終了しましたが，われわれは，次の段階として，

国内の脳研究施設を高速なネットワークで結び，画像データの共有や �B会議を利用した共同

研究体制を整備すべく，準備を進めています。その一環として，昨年度より，仙台厚生病院と

加齢研のネットワークを空間光伝送で結ぶ実験を行なっています。このシステムは，それぞれ

の屋上に設置されたレーザー送受信機で通信を行ない， ��� �A%!の ���接続を実現するも

のです。接続は見通しのよい建物の間に限られますが，回線使用料がかからないのが大きな利

点です。ゆくゆくは，高速なネットワークを利用して国外の施設とも共同研究体制を構築する

ことを考えています。もはや，こういったことが夢ではない時代になりました。

最後になりましたが，今回のマルチメディア通信実験を企画，実施された ���，実験接続

サイトである京都大学，放射線医学総合研究所， �株�理経，仙台星陵クリニック，及び学内

でのネットワーク管理と調整にあたられた総合情報システム運用センターの関係者各位に，感

謝申し上げます。特に，総合情報システム運用センターからは実験期間を通じて様々なアドバ

イスやサポートをいただき，われわれのようなネットワークの素人にとってはたいへん心強い

かぎりでした。専門家から協力を得られる環境があることは，東北大学の大きな強みです。本

学が「学内 6��の先進国」と全国の大学から羨望されている理由が，��������	�という先進

的なネットワークのためだけではないことをあらためて認識した次第です。
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東北大学のキャンパスネットワークにおける

「�����利用研究会」の活動

工学研究科 � 仁科 辰夫

����������	��	�����	��	��

素材工学研究所 村松 淳司


������
�	�����	��	��

総合情報システム運用センター 曽根 秀昭

����������	�����	��	��

� はじめに

東北大学では， �#::年に全国に先駆けて，全学的なキャンパスネットワークの ���	�

�総合情報ネットワークシステム， ��$�() 4��9��!��2 � �.�-� & �,,���)�. & �.9�� �.

+�	��-����� ������( �2!��-，テインズ�E�Fを構築し �この部分は，いまでは���	�

と呼ば

れている。�， �##�年に超高速キャンパスネットワーク��������	�E�Fの運用を開始した。こ

の先端的な情報環境が活用され成功しているのは，���	�利用研究会による利用技術の研究開

発と教育啓蒙に依るところが大きい。本稿では，その活動について述べる。

� ���	�利用研究会の構成

�
� ���	�の組織

東北大学では �##�年 3月に，総合情報システム運用センター �以下，センター�を発足させ

た。組織を図 �に示す。センターはネットワークの運用管理業務と運用・利用技術の研究開発

を行い，高度情報化に伴う学内の諸問題の解決に中心的な役割をはたしている。その運営委員

会に技術専門委員会と広報専門委員会が置かれ，���	�のネットワークや情報サービスの運用

等について，専門家が参加する体制となっている。技術専門委員会の下に���	�利用研究会が

あり，���	�の利用に関して深い経験と熱意のある有志が集い，この集団がネットワーク利用

�����年 �月より山形大学工学部物質工学科。

この記事は，電子情報通信学会オフィスシステム研究会 �����年 �月 ��日	の講演資料 �電子情報通信学会技術研

究報告 
����	からの転載です。
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運営委員会 技術専門委員会

広報専門委員会

�����利用研究会

センター長 研究開発室

運用係

運用担当者連絡会議

事務担当者連絡会議

図 �� 東北大学総合情報システム運用センターの組織

に関する調査と技術開発や自主的ルールによる試験運用などを通して，全学的な貴重な財産で

ある���	�を有効活用するための検討を分担している。

���	�利用研究会が研究開発した利用技術は，センターが発行する「��������	�ニュース」

に掲載して，あるいは，ガイドブックを東北大学生協から発売して学内に広報される。ほか

に，ネットワーク上の���や���	�利用研究会が開催する講習会を通じても広報される。

試験運用などにより技術的問題を整理して作成した利用技術に関するルールは，これを原案と

して技術専門委員会と運営委員会で審議して，規則として制定されている。

�
� ���	�利用研究会の沿革

���	�利用研究会の起源は， �#::年に���	�が運用を開始したときに，東北大学総合情報

ネットワークシステム運営委員会の下部検討組織として，利用推進のための検討と研究のため

に設置された���	�利用研究会 �ターミナルサーバ等を担当�と4��/研究会 ��
�&+�通信等

を担当�である。のちに， ;0
���研究会 ��#:#年 �月�， +�������研究会 ��##�年 �7月�，

�%%,���,(研究会 ��##7年�が設置された。

当時の���	�利用研究会は，利用者側を代表するボランティア ��名により組織され，ネッ

トワークを利用するためのマニュアル作成と研究開発テーマに取り組んだ。マニュアル

は���	�への取り付け方法から各種アプリケーションサービスの手引きまでを含むものであ

り，学内に配布されたほか，内容をより充実させて随時改訂したものを学生にも届けるため

に，東北大生協から発売された。これらのマニュアルは，ネットワーク利用が始まった全国の

大学でもおおいに参考にされた。研究開発テーマには �
�&+�サブネット構築や ����によ

るメール配送の実験などが含まれ，利用技術の基礎となった。また，このときに開発され
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た���	�用電子掲示版システム 11��は，学内の情報交換の場として今日も広く利用されて

いる。

��������	�の計画を推進した技術運用検討小委員会 ��##3年 8月�は 4�+< 研究会と

+������� 研究会のメンバーが中心となり，これが技術と広報の専門委員会 ��##�年 �月�へと

引き継がれた。研究会は �##�年 3月に， 4�+<研究会，次世代ネットワーク研究会 �新規，

���担当�，���	�利用研究会，および知的財産権研究会 �新規�の 3つに再編された。 �##�

年 3月に発足した新しいセンターでは，全分野をカバーする単一の���	�利用研究会が置か

れ，その中に分野ごとのグループを臨機応変につくることとなった。各グループの幹事 �教

官，院生�が���	�利用研究会の「会員」として公式に委嘱を受けて，そのほかのメンバーと

ともに活動している。興味ある人は誰でも，各グループに申し出れば参加できる。全体の会合

をほぼ毎月催し，その他に必要に応じてグループごとに集まっている。また，それぞれのグ

ループと全体に，打合せや議論のため，および対外的な受付窓口などのメーリングリストがあ

る。

�
� ���	�利用研究会のグループ

���	�利用研究会では，グループをつくりそれぞれが興味を持った分野を研究してネット

ワーク利用技術の開発や自主的ルールによる試験運用を行っている。現在は以下のグループ

��1
順�がある。

���グループ

���の利用技術は不明の部分が多いので，実際に���接続した機器を運用して評価しな

がら，効果的な利用方法を検討している。

���������グループ

���	�における �%%,���,(プロトコルや�� ����!$の利用技術を研究している。

�� ����!$を使い始めた初心者でもネットワーク環境をより活用できるように「�� ����!$

で���	�自由自在」を執筆編集して生協から発売し，最新の情報を盛り込むため随時改訂作業

を行なっている。また，��������	�上での�%%,���,(の利用について，�%%,���,(の情報を

�
�&+�でカプセル化する運用方法を確立し，その運用管理ルールを作成した。
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	�
��グループ

近年の +�������の普及に伴い，ネットワークのトラヒックの増加と，レスポンスタイムの

低下が大きな問題となっており，今後もこの傾向は続くものと予想される。その対策として有

望視されている 
� $� $����� $2�階層型キャッシュ�は，ネットワーク上に存在する複数の

キャッシュサーバを階層的に接続し，相互にデータの交換を行うシステムである。現在のとこ

ろ有力な候補である !G)�.を用いて，学内で運用されている  � $�サーバを統合し，効率的な

運用体制のための実験を行っている。

	�グループ

全学に新規に配置されたコミュニケーションサーバ �
��の利用技術の研究や，利用方法の

ドキュメントの整備をしている。特別なネットワークの知識を持たない人にも簡単に利用して

もらうための簡易編や，ワークステーションのプリンタサーバとして利用するためのより進ん

だ応用編などを書いている。

��グループ

ソフトウェアのアーカイブ等を提供する ����2-�)! =��の運用をしている。海外のサー

バのミラー �遠いサーバの内容をコピーして近くの利用者に提供する仕組�や，東北大独自で

収集したソフトウェア等を提供している。

��グループ

�
�&+� 通信の全般的な問題や，マルチキャスト通信の運用方法などを検討している。

講習会グループ

各キャンパスで ���	� 利用講習会を開いている。講師陣は �%%,���,(グループと

���������(グループから来てもらい，�� ����!$と���.��!のネットワーク利用につい

て講習した。その他，初歩的なものから高度なものまで相談に応じている。

����������グループ

���.��!#�&��を用いたネットワークについて，より快適に利用できるよう研究してい

る。以前���	�

幹線においては，���������(によるファイル・プリンタ共有は禁止とし

ていたが，現在では�+��サーバ参照を含めたいくつかの設定をすることにより，利用可能
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となっている。マシンがサブネットにあっても，�+��サーバを参照することによりルータ

を越えた共有が可能となる。

����グループ

������!サービスの管理・運営をしている。������!の性格上，他の近隣ニュース・サイ

トの管理者とも協力し， ������!の配送が安定して行われるよう技術的サポートを行ってい

る。

�������グループ

��,���!�'<におけるサービスについて研究している。これまで ����2-�)! =��や���

サーバなどの���	�の主なサービスは �)���3'<で運用されてきた。しかし，ディスクパー

テョションの容量制限や固定長サブネットマスクしか使えないという制約が充実の妨げになっ

てきたので，次世代のサービスのため，安定してきたと言われる ��,���!�'<によるサービス

の運用技術を研究している。 ����2-�)! =��のサービスを実験的に始め，��=�の運用

についても研究している。

知的財産権グループ

���	�の利用・運用における知的財産権を含めて，インターネットにおける法律問題につい

て，機動的・流動的に集まり調査・研究を行なう。

� ���������グループの活動

�#:#年末に �%%,���,(研究会の前身である �%%,���,(勉強会が当時通研におられた

布川先生 �現宮城教育大学�の提唱で立ち上がり， �##7年に �%%,���,(研究会へと発展

し，���	�

上での �%%,���,(の利用が始まった。当時の�%%,���,(は �$�!��と呼ばれる

シングルゾーンの規格と �$�!��と呼ばれるマルチゾーンの規格のものがあり， �$�!��に対

する考慮から，ネットワークナンバー �本のシングルゾーンを基幹 =;;+ループに対して設

定し， 6� �,��,(等のネットワークをルータを介してサブネットとして接続する運用形態で

あった。当時はネットワーク機器の値段はまだ高価であり，ネットワークの利用に関しては黎

明期であったため専門的な知識と経験を有する人が少なく，���	�

を流れる�%%,���,(は

微々たるものであった。�%%,���,(研究会の幹事をしておられた布川先生が転出された後

は，その活動がほとんど停止した状態になった �低迷期�。その間の +�を用いた利用技術の進
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歩はすさまじく，ネットワークといえば +�しかないような印象が一般ユーザやネットワーク

管理者にも浸透していくことになり，�%%,���,(に対する誤った認識が蔓延していった。

イーサネットカードの低価格化に伴い徐々に���	�

の利用者が増加し，�%%,���,(の

利用者も増加していった。当時の�%%,���,(研究会は職員幹事の不在が続いたため，

�%%,���,(に詳しい一人の学生に���	�

上での�%%,���,(のゾーン管理等の負担が集中

し，またその管理や利用申請の方法が不明な状態が続いていた。このため，���	�

上

の�%%,���,(の利用に興味をもち始めた利用者が勝手に �%%,���,(ルータを立ち上

げ，���	�

上の�%%,���,(を混乱させるという事件が増えつつあったが，その事件をきっ

かけに�%%,���,(ルータの管理者が�%%,���,(研究会に参加するようになり，その輪が少し

ずつ広がっていくようになった �胎動期�。当時は�%%,���,(プロトコルや�%%,���,(ルータ

の動作に関する勉強会を開催し，知識の習得に努め，基礎を固めつつあった時期であったが，

一時は���	�利用研究会からその存在を忘れられていた�%%,���,(研究会が活発な活動を始

めるようになり，再認識されて���	�利用研究会�%%,���,(グループ �通称，林檎組�として

正式に活動を始めたのである。この時期の勉強会による知識の共有化が，その後の林檎組の活

躍の礎になっている。

�##3年ごろからイーサネットカードの値段も安くなり，イーサネットポートが標準で付属

しているものも出現し，�%%�,��,(機器の接続数が急激に増加を始めた。そのため，ネット

ワークナンバー �本のシングルゾーンではまともに通信できない状態になったため， �##�年

:月 ��日に���	�

での������( 5����の変更 �革命�を決行した。革命の日程や協力依頼

については，���	�の広報誌である��������	�ニュースを利用し，あわせて�� ����!$等の

�%%,���,(機器の���	�への接続方法や自主ルール，ネットワークを利用する為のソフト

の使用方法などの解説記事も掲載し， �%%,���,(特集号として��������	�ニュース ��'3

を発行した �図 ��。このような広報にもかかわらず，革命はすんなりとは進まず，革命が

完結するにはほぼ一日を要した。しかし，この��������	�ニュース �%%,���,(特集号の発

刊は，���	�における林檎組の活動とそのアクティビティの高さ，ならびに���	�上での

�%%,���,(の利用法に関して学内にアピールする恰好の場となり，革命以前は �77台程で

あった�%%,���,(機器が革命後の一年間で爆発的に増加し， �777台ほどの �%%,���,(機器

が���	�

に接続されるようになった。また，���	�

上のゾーン情報の混乱を防止するため

に，ワークステーション �台を運用して，4�5を用いた !��.情報の安定化をはかった。

利用者が増えると設定ミスなどによるトラブルが起こる。実際，�� ����!$による +�アド

レス乗っ取り事件が頻発するようになったのは，���	�

への接続数が爆発的に増加した革命

後である。ネットワークは確かに便利なものであるが，他人への迷惑は慎まなければならな
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図 �� �%%,���,(特集号のロゴ

い。便利なネットワークを共有するためにいくつかの約束ごとがあるが，あまりに急激に増加

したため，この約束ごとを知らない方々が増えてきたようである。このようなトラブルを防止

し，安心して便利なネットワークを利用していただくために，「�� ����!$で���	�自由自在

第三版」 �通称，犬本�を執筆・編集し， �##�年 �7月に大学生協から発売した。本書は，第

二版 ��##�年発行�をほとんど全て書き換え，大幅な改訂を加えて現状に即したものにし，

�%%,���,(の利用に関する広報と啓蒙をはかったものである。 377部が極短期間で売り切

れ，現在も改訂を加え，第三刷としての発行準備を進めている。

革命を成功させた林檎組が次に立ち向かうべき新たな利用技術は， �##�年に完成し

た��������	�上での �%%,���,(の利用技術，すなわち +� �)���,を用いた ��)����技術の開

発であった。これは，��������	�の基幹部が���スイッチを用いており， +� �9�� ���で

運用されているため， +�しか通らないからである。このため，管理者の中には��������	�は

+�専用のネットワークであると誤解する人もいた。 +� �)���,の実験は���	�

とは

隔絶した��������	�サブネットを構築し，そのサブネット間で実験するしかなかった

が，��������	�へ移行するためのルータが高価であるため，林檎組として +� �)���,の実験

が可能となったのは��������	�の完成後約 �年経過した �##�年 �月になってからである。

+� �)���,の実験自体は4�5を用いて行われ，紆余曲折を経ながらも数日で終了し， 4�5

の +� �)���,の挙動や運用技術を確立することができ，これにより，��������	�上での

�%%,���,(の利用に関する障害が克服され，以後��������	�への移行に拍車がかかっていっ

たのは言うまでもない。

�%%,���,(はとかくうるさいプロトコルだという誤解が一般に浸透しているという点は残念
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であり，我々はこのような誤解を正すとともに，プロトコルの壁を超えた異機種間での相互接

続とその運用技術の研究開発も行っている。 4�+<ワークステーション � �%と !�-A��を用

いれば，4�+<上で�� ����!$と���.��!#�機の相互接続 �ファイル共有等�は簡単にでき

るが，�� ����!$と���.��!#�機間で直接ファイル共有を可能とするソフトを利用した運

用技術の確立にも努め，すでに日常的に運用しているところもある。今後はこのような異機種

間でのシームレスな接続とネットワークを介した情報の共有化が益々加速していくものと考え

られる。また，どちらかというとこれまでは端末として利用されてきたパソコンでも，ネーム

サーバや 0-��,サーバとして安定に運用できる環境が整ってきており，その設定と管理の容

易さから，4�+<ワークステーションを必要としていた過去とは一線を画した，新しい時代

がやってくるかもしれない。今や，�� ��上で +� ルータが動く時代になったのである。

� ����������グループの活動

���������(グループは，比較的新しいグループであり，その設置のきっかけとなっ

たのは，���.��! #��以下 ���#��の発売である。���.��! "'�のときは， !$�������の

���!� (利用の �
�&+�接続で，メールなどを行っていたが， ���#�発売前のβ版段階

で，ファイルやプリンターの共有サービスの問題が浮上した。数千台がつながってい

る���	�

に数十台の小さな 6��を念頭においた ���#�マシンが相当数接続された場合，

ネットワークにいかなる影響が出るのか，という問題である。そこで， �##�年 8月あたり

から有志で���������(に関するプロトコルの研究に入り， ��月 �7日 ����#�日本版が

発売される "日前�に���������(グループとして以下のような緊急情報をセンター発行

の��������	�ニュース上で流した。

パーソナルコンピュータ ��
�のネットワーク機能が急速に進化してき

て，���	�に接続される台数も急増しています。このような状況で，�� ��!�	�

���.��!#� ����#��というシステムが発売されようとしています。

���#�はネットワーク対応が特長ですが，必ずしも���	�のような大規模の

ネットワークで使うことをターゲットにしていません。このために，���#�を標

準設定のままで使用すると���	�を異常に混雑させてトラブルを起こすことが予

想されます。

���	�運営委員会の下の���	�利用研究会では ���������(グループが中心

となり，トラブルを未然に防ぐために，���	�の状況に適した���#�利用方法を

検討しました。その結果，本特集号で提案した設定方法で利用すれば，トラブル
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を可能なかぎり回避できるとの結論を得ました。���.��!#�を入手された方

は，必ず，掲載のとおりに設定してから �
を���	�に接続して利用してくださ

い。���	�の安定運用を維持するために，みなさまのご協力をお願いいたしま

す。

なお，この問題は���.��!��にも共通です。これらの���������(

を���	�で利用する方法の研究を今後も続け，安全で効果的な利用方法を提案し

ていきます。ご意見やご参加も歓迎いたします。

問題の元は， ���#�でイーサカードをつけた場合，デフォルトでインストールされ

る���104+ ����1+�� 0/���.�. 4!�� +����	� ��� �������等のプロトコルである。特に

���104+は +1�が開発したときは，せいぜい数十台程度が接続されたネットワークを想定

したものであり，ルーティング情報を持たず，名前解決のために多量のブロードキャストパ

ケットを流し，���	�

に接続している全てのマシンの動作に深刻な影響をもたらすことが懸

念された。そこで， �
�&+�以外のプロトコルを流さないように，「ファイル・プリンタ共

有の全面的禁止」を提言したわけである。もちろん， ���#�を購入する人は，簡単に自分の

パソコンと他人のパソコンでファイル共有等ができることを期待しているわけであり，それを

完全否定することは，同じ���.��!マシンを使うものとして身を切る思いがしたことは確か

である。しかしながら，何にもしらない初心者がデフォルトの設定のまま多数���	�

に接続

されると考えると � � � � � �。

���	�

側にも問題はある。前述のようなプロトコルが載ったパケットを���	�

隅々まで

送ることを許しているのだ。この問題の解決には，それから，約 3ヶ月の時間が必要であっ

た。���������(グループは，���	�とは独立のセグメントを用意し，そこで各プロトコル

の振る舞いをモニタし，ファイル・プリンタ共有を実現する，最善の方法を模索した。そ

の結果，���1+�� �� �
�&+� ��1�� ���1+�� @ ������( 1�!� +�%)� �)�%)� �2!��-�

のみを利用しかつ�+������.��! +������� ��-��� ���9� ��サーバを用意し，名前解決す

ることにより，ブロードキャストパケットを激減させることが可能になった。

そこで， ���.��! ��"'�� サーバ �台を用意して実験し，それらで�+��による名前解決

を行う設定をすれば，ファイル・プリンタ共有可能と判断し， �##�年 3月，禁止の解除に踏

み切った。ただし，ネットワークの無用なトラフィックの増加を避けるために，ファイル・プ

リンタ共有をしないマシンには，引き続き�
�&+�のみの使用にとどめてもらっている。

現在でも，���104+や�������を流すマシンがあるが，東北大全体の���.��!マシン

の実数と比較すればさほど多くないであろう。また，全部局等が全てサブネットの中に入れ
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ば，それらのプロトコルをルータで落とすことができるので，それらのプロトコルを用いても

問題はないし，むしろ �1�を用いれば，サブネットを越えてファイル・プリンタ共有が実現

される。

���������(グループはこのほか，接続に関する質問に答え，ワークグループの作り方など

を指導し，一方で���.��! ��による新しいネットワーク構築のための研究を続けている。

�� 3'7が発売され，���.��!マシンの接続数は急速に増え続けており，���������(グ

ループに休む暇はないようである。

	 おわりに

ネットワークは計算機などを互いに接続する技術面に関心が集まりがちですが，その本質は

人と人とを繋ぐ有機的なコミニュケーションにある。そのためにはハードウェアの設置のみで

は不十分であり，ネットワーク利用技術の開発，運用管理の確立や，ネットワークアプリケー

ションの充実などが重要である。すなわち，ユーザサイドからの積極的な提言や新技術の開発

への参加，並びに知識の共有と伝承が重要なポイントになる。東北大学では，多くの研究者の

努力により，これらの諸問題の解決がはかられ，質的にも高いキャンパスネットワークが実現

してきている。その中心的な役割を果たしているのが，ユーザが積極的に自由参加して研究開

発や自主的ルールの提案を行っている���	�利用研究会であることが，東北大学の大きな特徴

になっている。今後とも，超高速ネットワーク向きの利用技術，アプリケーションの充実及び

運用管理確立がはかられ，東北大学における情報インフラストラクチャが益々発展，充実して

いくことであろう。

最後に本稿をまとめるにあたり，多大なご協力をいただいた理学部の杉江修君を始めとす

る���	�利用研究会の皆さん，ならびに総合情報システム運用センターの皆さんに感謝した

い。
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���サービスの使い方

大学院情報科学研究科 岡本 東

��������	��	�����	��	��

総合情報システム運用センター 曽根 秀昭

����������	�����	��	��

� ���の役割

ワークステーションや �
などのコンピュータは内部に時計を持っており， �� がファイル

のタイムスタンプを付ける場合やアプリケーションが時刻を知る必要がある場合はその時計を

参照しています。しかし，ほとんどの場合，その時計はあまり正確なものではなく，そのまま

にしておくと誤差が蓄積され，ずれた時刻を示すようになってしまいます。

電子メールのヘッダの ����� フィールドなどにつく時刻もこの時計を利用していますが，

これが大幅にずれていると「メールを出した時刻がメールを受け取った時刻よりも後である」

といったようなおかしなことになってしまうことがあります。

また，複数のホストで �=� を用いてファイルを共有しているような場合，それぞれのコン

ピュータの時計がばらばらだと，同じ時刻に作成されたファイルが，作成したコンピュータに

よって古いファイルや未来のファイルになってしまうことになり，使っているアプリケーショ

ンによっては不都合が生じてしまいます。

そこで，ネットワークを利用して複数のホストの間で時刻合わせを行う方法がいくつか考え

出されました。���	� ではそのうちのひとつである��� �������( ��-� ����� �,���� を利

用することをお勧めします。���� というフリーソフトウェアを用いると，この ��� による

時刻合わせを行うことができます。

� ���の仕組み

時刻を正しく合わせるためには，どこかに基準となる正確な時計が必要です。���	� 上で

は ��%'��$�()'� '*% と ��%�'��$�()'� '*% というホストが正確な時計を持っています。これ

らは常に >�� 受信機から得た時刻に時計を合わせるようになっています。

しかし，���	� 上のすべてのホストがこれらに直接時刻を問い合わせたのではネットワー

クやコンピュータ自体に負荷がかかりすぎて，せっかくの正確さが失われてしまいます。

そこで ���	� では，正確な時刻を知っているホストは時刻情報をブロードキャストして，
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ほかのホストはそれを聞いて時刻をあわせるようにしています。ブロードキャストは，放送局

のように，受け取る相手を特定しないで送り出すので，一度にすべてのホストへ情報を伝える

ことができます。ただし，ブロードキャストはルータで区切られた先のネットワークへ届きま

せんから，��������	� や ���	�

 のサブネットのルータは，幹線側から聞いた時刻情報を

もとにサブネット側に時刻情報をブロードキャストする，という方法で ���	� 全体に時刻情

報が伝播するようにしています。

単純なプロトコルでこのような方法を用いると，ネットワークの伝達遅延による時刻のずれ

を生じてしまい，いくつものルータを介した先ではずれが蓄積されて大きなずれになってしま

います。しかし， ��� は広範囲のネットワークで利用されることを前提に設計されており，

ネットワークの伝達遅延も考慮されているため，十分に正確な時刻情報を得ることが可能で

す。��� を利用しているホストでは，内部時計はミリ秒より良い正確さを保つことが期待で

きます。

��� ではこのようなブロードキャストを用いた方法の他に，特定のホスト �!��9��� を指定

してその時刻に合わせる方法や，複数のホスト �%���� で相互に誤差を補整し合う方法を用い

ることもできます。

� ���� のインストール

ワークステーションなどで��� を利用するためにはまず前述の ���� というフリーソフト

ウェアをインストールします �標準で入っている �� もあります�。

現時点で最新のものは �������	���������	���	�� というパッケージです。これは

����  ������
�	�!	�����	��	�� ���!��� ��� などから入手することができます。

あとは，このパッケージを展開し，その中にある "#$%&'' というドキュメントに従ってく

ださい。ほとんどの場合は，

( 	 ���������

( 
���

( 
��� �������

で十分なはずです。この場合は  ��� ����� )�� にすべてのバイナリが入ります。
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� ��� の設定

�
� ���	�での利用形態

実際に ��� を利用するためには ����� というデーモンを起動しますが，利用形態によっ

て設定が異なります。利用形態は，どのようにして時刻情報を参照するか �知るか� によって

決まりますが，���	�では以下のルール�が定められています。

��� ��� �������(��-������ �,� により，センターが��������	� 基幹ネットワー

クの =;;+ループ及び���	�

内に同報し，これを受信して利用するものとす

る。

��� サブネットでは， ���のネットワークに接続したルータが中継するものとする。

その他，一つのサブネットでは �台までのネットワーク機器が最寄りの���

ルータを参照することができるものとする。

�"� センターが運用するサーバと同等又はそれ以上の !����)-の��� サーバの部

局における運用に当たっては，センターと協議し，その指示に従うものとする。

�
� ��������	� �  ! 直結の場合

��������	� のルータが時刻情報をブロードキャストしているのでそれを聞いて時刻合わせ

を行うだけです。具体的には ����� �)というふうに �) オプションをつけて起動します。設

定ファイルは不要です。

A��� 時に自動的に起動するように  ��� ��	����� 等に以下のように書いておくといいで

しょう。

�� * ��  ��� ����� )�� ����� +, ���

 ��� ����� )�� ����� �)

��

�
� ���	�

 直結の場合

この場合も ���	�

 上に時刻情報がブロードキャストされているので，同様に ����� �)

で起動します。

�総合情報システムの利用における技術的条件に関する申し合わせ事項，平成 �年 �月 ��日
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�
� サブネットの場合

��������	� =;;+ または ���	�

 につながっているルータがブロードキャストを聞き，

内側のネットワークにブロードキャストするように，ルータで設定します。この場合に，サブ

ネット内部のホストは 3'�と同様に，ブロードキャストを受け取るだけで済みます。

����� ワークステーションを用いたルータの設定

ワークステーションを用いたルータの場合には， ��� ���	���� というファイルに以下の

ように書きます。

)�������������� 外側のブロードキャストアドレス

)�������� 内側のブロードキャストアドレス

例えば， �"7'"3'3:'7&�� の ��������	� =;;+ に直結した �"7'"3'�7�'�3&�� の研究室内

ネットワークのルータの場合は，

)�������������� -��	�.	./	0�

)�������� -��	�.	1�0	-12

のように書きます。

あとは，����� ��  ��� ���	���� のように�� の後に設定ファイル名を指定して起動し

ます。

����� 	��
�社のルータの設定

ルータとして専用ルータを用いている場合には， ��� 情報のブロードキャストを扱う機能

がルータにあれば，外側にブロードキャストされている ��� 情報を拾い内側に ��� 情報を

ブロードキャストすることができます。 
�! � 社のルータの場合には，  ��H�)������ に以下

の要領で設定を追加します。

����� ��
����� ��� �

��� ������ 外側の " 3

��������� 外側の " 3

��� )�������� ������

��������� 内側の " 3

��� )�������� 4������ �
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例えば， �"7'"3'3:'7&���=..�7�の ��������	� =;;+ に直結した �"7'"3'�7�'�3&���0�$�

�����7�と �"7'"3'�7�'��:&���0�$�������の 部 局 内 ネッ ト ワー ク の ルー タ の 場 合

は，

����� ��
����� ��� �

��� ������ 3����

��������� 3����

��� )�������� ������

��������� 5�������

��� )�������� 4������ �

��������� 5������-

��� )�������� 4������ �

をルータの  ��H�)������ に追加します。

����� サブネット内のホストの設定

ルータが以上のように設定されれば，その他のホストはルータからのブロードキャストを聞

くだけでよいので ����� �) で起動します。

すべてのホストの  ��� ��	����� 等に以下のように書いておき，ルータだけ

 ��� ���	���� を用意するようにすると便利でしょう。

�� * ��  ��� ����� )�� ����� +, ���

�� * ��  ��� ���	���� +, ���

 ��� ����� )�� ����� ��  ��� ���	����

����

 ��� ����� )�� ����� �)

��

��

����� ルータが ��� に対応できない場合の設定

サブネットのルータに ���� をインストールできない場合は，サブネット内部の �～ �台の

ホストだけが最寄りの ���ルータをサーバとして直接時刻を聞いて，内部にブロードキャス

トするようにするのがよいでしょう。そのホストの設定は以下のようにします。
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���4�� サーバの &%6ルータのアドレス

)�������� 内側のブロードキャストアドレス

どの���ルータを指定すればよいかわからない場合は，運用係7�����������	

�����	��	��8 までお問い合わせください。

他のホストはこのホストからのブロードキャストを聞くだけでよいので，以上の説明と同様

に����� �) で起動します。

�
	 その他

いくつかの �� では ����� を起動する前に下準備が必要です。

例えば �)��� ではハードウェアで持っている時計を無効にしてやらなければなりません。

これは ���� パッケージに入っている������� コマンドを使って行うことができます。以下

のようにして ����� を起動する前に ������� を実行するとよいでしょう。

�� * ��  ��� ����� )�� ������� +, ���

 ��� ����� )�� ������� �&�9,

��

�� * ��  ��� ����� )�� ����� +, ���

�� * ��  ��� ���	���� +, ���

 ��� ����� )�� ����� ��  ��� ���	����

����

 ��� ����� )�� ����� �)

��

��

詳しいことは ���� パッケージに入っているドキュメントをご覧ください。

そのほか，不明の点があれば，��� 運用担当の7���������	��	��8 までお問い合わせ

ください。

参考文献
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新しい ��の各種利用法
���	�利用研究会 ������グループ

��!��������	�����	��	��

" 初めに

昨年，新しい 
�が配られました。「パソコンなどをネットワークにつなぐ」という役割は

古い 
�と同じですが，機能が豊富で利用者の要求に応じた様々なレベルでの活用ができま

す。また， �
�&+�での通信ができるので，古い 
�のようにワークステーションとつなぐ

ためにプロトコル変換器を経由する必要もなくなります。

この 
�は設定の方法にもいくつかの選択肢があり，管理者の要求に応じて選ぶことができ

ますが，利用できる機能の種類に差があります。各部局で，ネットワーク機器に対する利用者

と管理者の要求も様々でしょう。「制約があってもいいから手間無しがいい」とか，「少々面

倒でもいろんな機能を使いたい」など。それぞれの要求や事情に応じて，設定や利用の方法を

選ぶことになります。

この記事では，以下の 3通りの要求を想定して利用方法の要点をまとめました。

�' ���	�

の人のために �手間無し�

�' ��������	�，サブネットの人のために �簡単�

"' ��������	�，サブネットで使い込みたい人のために �面倒�

3' プリンタサーバとして使う人のために

不明な点がありましたら，記事の最後にある問い合わせ先まで連絡ください。

� 面倒な設定作業は絶対イヤ #���	�

編$

利点：何も設定しないで標準的な学内のホストが使える

欠点：���	�

に限られ，高度な使い方はできない

5��"�
でパソコンと新しい 
�をつないで電源を入れるだけで，簡単に ��,���が使えま

す。ただし，新しい
�をプリンタサーバとして使ったりすることはできません。5��"�
の

通信パラメータは初期値は #�77A�).， :A��， ���� %����2， � !��% A��， /��&/�Iフロー制

御ですが， !����2コマンドで各ポートごとに変えることができます。

【例】

���	�

につないで電源を入れて起動します。プロンプト �����- �-8 など。数字は少し

違います�が出てきたら
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����- -8 ������ )��� -�1��

とします。主なパラメータは，以下のとおりです。

パラメータ 値

A�). "77��77���77��377�3:77�#�77��#�77

%����2 �9����..�����

!��% ���'���

A�� $�� 8�:

J�� �!����/����/����/�������

� 面倒な設定作業は絶対イヤ #��������	�，���	�

サブネット編$

利点：少しの設定でサブネット内のホストは使える

欠点：ドメインネームは使えず，サブネット外とは通信できない

新しい 
�はネットワーク上にあるブートサーバからソフトウェアと設定をダウンロードし

て起動します。総合情報システム運用センターが用意しているブートサーバは���	�

幹線に

つながっている新しい 
�に合わせた設定がなされていますので，サブネット内にあると起動

しません。したがって，サブネットを組める部局はサブネット内のワークステーションでブー

トサーバを運営する方が良いのですが，標準のブートサーバから立ち上げる方法もあります。

ただし，ドメインネームは使えないので +�アドレスを直接指定しなければなりません。ま

た，サブネット外との通信はできません。 �ただし， ��)���がサブネットの内側に対しても

%��/2 �5�動作をする設定であれば，ドメインネームの使用やサブネット外との通信もでき

ます�

【例】

新しい 
�の ��ポートに端末をつないでおいて，新しい 
�の電源を入れたら数回リター

ンキーを押してモニタモードに入ります。 �6:#8 というプロンプトが出ます�

6:#8 � �
��

� �
��コマンドで設定に入り，始めの "行だけ 7'7'7'7から各自の設定に変更します。そ

れ以下はそのままリターンを押して再びプロンプトが出るまでとばしてください。

7���!��� )��� ����
����8

����� "; ������� � �	�	�	� < =その新しい >$に割り当てる ";アドレス?

���4�� - "; ������� � �	�	�	� < -��	�.	--	.. =この通り指定?
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������ - "; ������� � �	�	�	� < =各サブネットのルータの ";アドレス?

���4�� 1 "; ������� � �	�	�	� < =これ以下は全部そのまま?

6:#8 ) ����

で起動します。 �"7'"3'��'33はブートサーバのアドレスです。起動に要する時間は 87秒前後

です。ブート中は赤い 60;�����4� � または ��が点灯していますが，これが消えるとブー

トは完了です。サブネットによってはこの方法でうまくブートできない場合があるようです。

そのときは，この記事の最後の問い合わせ先まで連絡してください。

� ちょっとくらい面倒でもちゃんと使いたい

#��������	�，���	�

サブネット編$

利点：ドメインネームも使え，サブネット外とも通信できる

欠点： A���のための =��サーバが必要

最初に，新しい 
�のブートの様子を簡単に説明しておきます。

新しい 
�は，動作に必要なソフトウエアを自分自身に持っておらず，ネットワーク上の

ブートサーバから 	�%でダウンロードするようになっています。このとき，ソフトウエアと

いっしょにルータアドレスや ;��サーバの指定といった各種設定も新しい 
�にロードされ

ます。したがって，サブネットの中から;��やルータを使えるような設定を使うためには，

自前でブートサーバを用意し，設定を適当に編集しておいて，そこからブートする必要があり

ます。以下，ブートサーバの準備と，新しい 
�の設定ファイルの書き方について，説明しま

す。

�
� 新しい%�のアドレスの設定

ブートするにしても以下の作業を行うにしても，まず，新しい 
�自身が +�アドレスを

持っていなければなりません。

新しい 
�は，モニターモードで自分自身の +�アドレスが設定されていない �7'7'7'7の

ままの�状態だと， 5�5�により5�5�サーバから +�アドレスの割り当てを受けます。

5�5�サーバを用意できる場合はこの方法を使うことができます。

一方，モニタモードで自分自身の +�アドレスが設定されていれば，その値が使用されま

す。5�5�サーバを用意できない場合はこの方法がお手軽です。 +�アドレスの設定方法

は，「� 面倒な設定作業は絶対イヤ ���������	�，���	�

サブネット編�」の【例】を参照
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して下さい。同じネットワークにブートサーバがある場合はモニターモードで指定されている

��)���を 7'7'7'7にしておきます。

�
� ブートサーバ #&��サーバ$の用意

新しい 
�がブートサーバからファイルを転送するのには 	�%を使用していますので，ワー

クステーション等で 	�%サーバ �ブートサーバ�を用意します。デフォルトでは ����2-�)!

=��によってログインしますが，モニターモードで )!��と %�!!�.を設定しておくことによ

り通常ユーザーの権限で 	�%することもできます。ただし，この場合はディレクトリ移動の制

限がないので充分セキュリティに気をつけてください。

�
� 新しい%�のソフトウエアをブートサーバにコピーする

新しい 
�がブート時にダウンロードするソフトウエアを，あらかじめブートサーバにコ

ピーしておきます。コピーは，新しい
�からネットワーク経由で行います。

新しい 
�のソフトウェアは，総合情報システム運用センターからメモリカードを借りてく

ださい。メモリカードを新しい 
�に差した状態で電源を入れると， ��ポートにつないだ端

末に「�������8 」というプロンプトが出ますので，

�������8 ��������

��������コマンドで，ネットワークを起動し，

�������8 �������

�������コマンドでソフトウェアをアップロードするサーバの情報を順次聞いてきますので，

答えるとソフトウェアのアップロードが開始されます。アップロードが終われば後はそのブー

トサーバ上での作業になります。

�������8 �����!�

でインストールプログラムを終了して，電源を切り，メモリカードを抜いてください。

����2-�)! =��で運用するときは ����2-�)! =��のルートディレクトリに		 ���)���

として展開してください �例：ログインしたところから見て		 ���)��� )���	1��がありま

すかD�。通常ユーザーで運用するときはそのユーザーのホームディレクトリに	 ���)���と

して展開した後で���)��� の内容をすべて一段上のホームディレクトリへ移動してくださ

い。 �例：ログインしたところから見て	 )���	1��がありますかD�
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�
� 新しい%�の設定ファイルの書き方

サブネット内で使用するときに変更しなければならないファイルは以下のものです。

		 ���)��� ������� ����� ��

�� ���
���

-��	�.	�	� 1��	1��	1��	-�1 (ネットマスク

		 ���)��� ������� ����� ��

�� )��������

-��	�.	<<<	<< (サブネットのブロードキャストアドレス

		 ���)��� ������� ����� ��

�� ���4���

 ���� ������

=行頭の (マークをとる?

		 ���)��� ������� ��� ����!���

��� ������� ����!�� -��	�.	<<<	<< 
����� - �����4�

(サブネットのゲートウェイ

		 ���)��� ������� ��� �����4	����

各部局でのネームサーバの設定

		 ���)��� ������� )�������

上記のファイルを使用するようにコメント =(マーク?を削除する。

� プリンタサーバとして使ってみたい

利点：ネットワーク上の ,%�からの要求をパラレル &シリアル回線に送れる

欠点： A���のための =��サーバが必要

新しい 
�のパラレル &シリアルポートにつないだプリンターを，ネットワーク上からリ

モートプリンターとして利用することができるようになります。ただし， 1�;系のワークス

テーションで使用される ,%�のみで， �2!��-B系で使用される ,%の出力を受信することはで

きません。

初期設定では，プリンタサーバ機能のためのファイルは転送されないようになっているの

で，	 ���)��� ������� )�������の中で以下のファイルのコメント �(マーク�を削除し

てください。

( ����	�9��4

( ����	��4

( ���4�

( ���
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( �����

( �������

同様にプリンタサーバを起動するために，	 ���)��� ������� ����� ��

�� ���4���

の中で，以下のコマンドのコメント �(マーク�を削除してください。

(  ���� ���4�

新しい 
�とプリンタとの通信条件を設定します。		 ���)��� ������� ����� ��

�� �����

の中で，例えば以下のようにします。

��-���@���������

(パラレルポートを A��-Aとする。

��1���@�����)�(�0���)�����(/�������@���������@-����!@����

(B$1�1>の �番を �0��)��C/)��C���� ������C���� )�� -C��� ����フロー制御

(名前を A��1Aとする。

上記の ,%�のように 5��"�
をプリンタにつなぐ場合は，	 ���)��� ������� ����� ����

ファイルの該当ポートを %�!!�9�にします。

���. �
�

���� �����4�

		 ���)��� ������� ��� ����	�9��4ファイルにプリントを許可するホスト名を書き

ます。ここで書くホスト名は	 ���)��� ������� ��� ����に登録されている名前を書き

ます。制限をかけない場合は， Dマークを書いてください。

次にホスト側の設定を説明します。

 ��� ��������にプリンタの設定をします。例えば以下のようにします。

��-E;������ -���@��
@�����������@��-���@ ��� ����� ��-�

��1E;������ 1���@��
@�����������@��1���@ ��� ����� ��1�

この例では，ホスト名 %����$�!�の ,%�をリモートプリンタ ,%�として，ホスト名

%����$�!�の ,%�をリモートプリンタ ,%�としています。また， ��� ����に %����$�!�の

+�アドレスを定義した

-��	�.	<<<	<< ��������
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という設定が必要です。これで，このホストから

��� �;��-

によって， ,%�のプリンタに出力することができます。

	 問い合わせ先

不明な点は，配布元である総合情報システム運用センター7�����������	�����	��	��8

�学内内線 "��#・ "�#��，もしくはこのマニュアルを書いた ���� !グループ7��!��������	

�����	��	��8 までお問い合わせください。
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編集後記

今年度最初の��������	�ニュースをお届けします。今号も，力作ぞろいとなりました。い

つものこととはいえ，筆者のみなさんのボランティア精神には頭が下ります。

それらの記事のなかで，新しい企画が始まったのにお気付きになりましたでしょうか。「学

内���あんなページこんなページ」と銘うった連載がそれです。私達編集委員は，こ

の��������	�ニュースをネットワーク担当者だけが読むものではなく，なるべく多くの皆さ

んに興味を持っていただけるものにしていきたいと考えています。そのため，分かりやすく役

に立つ技術解説記事を提供するだけではなく，気軽に読んでいただける記事も充実させてい

きたいと思っています。今回の連載は，その一環として，学内でも急速に普及しつつある

���のウェブページ �巷間これをホームページといいますが，実は，ホームページという

のはウェブページの最初のページを指すのが本来の意味です�のなかから，秀作ページのご紹

介をいただこうというものです。その第 �回には，耳鼻科のページを選ばせていただきまし

た。耳鼻科は，学内でもウェブページを開設しているところがまだあまり多くなく，理学・工

学系以外ではめずらしかった時代からページを公開していた先進的な教室です。記事をお読み

になって，興味を持たれましたら，是非，訪ねてみてください。

私どもは，この「学内���あんなページこんなページ」に掲載するページを探していま

す。自薦，他薦を問いません。紹介したいページがありましたら，是非，総合情報システム運

用センター広報専門委員会 �%)A� �-K��$�()'� '*%�までご一報ください。 �2�$�
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��������	�ニュース投稿案内

����	�����ニュースでは皆さんから投稿していただいた原稿についても積極的に掲載していこうと考えておりま

す。下記の注意事項に沿って，どしどし原稿をお寄せ下さい。

� 術語以外は常用漢字を用い，新かなづかいを用いて「ですます体」でお書きください。句読点は，「，」と

「。」に統一させていただきます。

� 本文については原則として電子的に提出するものとします。

方法 �� ��������	�
��������あてに電子メールで投稿する。

方法 �� ����
�テキスト形式のファイルとして投稿する。この場合には，プリンタ出力も添えて下さい。

この場合の原稿送付先は

〒 ������ 仙台市青葉区荒巻字青葉 東北大学総合情報システム運用センター

���� ������������ �内線 ����	 � ���� �����������

手書きで投稿したい場合には，委員会あてに事前にご相談ください。

� �����形式の原稿を歓迎します。スタイルファイルは

�����������	
	���������������������������������

に �������������という名前で置いてありますので， ���などにより取り出してください。

� 図はトレースの必要のない十分な品位のものを提出して下さい。図についてもポストスクリプトや ����形式

で電子的に投稿していただくことを歓迎します。図は原則として白黒とします。

投稿していただいた原稿は，総合情報システム運用センター広報委員会で閲読のうえ採否を判断させていただきま

す。閲読の結果，委員会が必要と認めた場合には，原稿の訂正や修正をお願いすることがあります。また，投稿された

原稿は原則として返却されないこと，����	�����ニュースが，東北大学の���サービスを通して電子的にも公開さ

れることを，予めご了承ください。
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